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11世紀 アフガニスタンのガズナ朝,イ ンドに侵入
マフムード(スルタン)のとき,最盛期

12世紀 アフガニスタンのゴール朝,イ ンドに侵入
ム八ンマドが建国

1206 奴隷王朝建国 (～ 90)

ゴール朝の将軍アイバクが創始 都 デリー

1221 モンゴル軍,インドに侵入,撃退される
1290 ハルジー朝建国 (～ 1320)

1320 トゥグルク朝建国 (～ 1414)

1336 南インドにヴィジャヤナガル王国建国(～ 1649)

○ヒンドゥー文化の繁栄(14c)

1347 デカン地方にバフマン朝(ア フガン系)建国(～ 1527)

1398 ティムールの遠征軍,イ ンドに侵入
1414 サイイド朝建国 (～ 51)

1451 ロディー朝(ア フガン系)建国(～ 1526)

○カビール,ヒ ンドゥー教とイスラム教の融合を説く
1498 ヴァスコ=ダ =ガマ,カ リカットに到着
1510 ポルトガル,ゴア占領

素8場 ナーナク シク教倉J始
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1540 フマーユーン スール朝に敗れ一時亡命

鰈 ;謳躙呵
Эデリーヘ再遷都
1639 英,マ ドラス獲得

Эタージ=マハル完成,

●ムガル文化最盛期

ラール =キラーを建設

Jシャー=ジャハーン (5代 位1628～58)

」アウラングゼープ (6代 位1658～ 1707)

Э領土最大,人頭税復活,シク教徒・ヒンドウー教徒を弾圧
1661 英,ボンベイ獲得
1664 仏のコルベール,東インド会社再建
1673 仏,シャンデルナゴル獲得
1674 マラータ族のシヴアージー,マラータ王国成立(～ 1818)

仏,ボンディシェリ獲得
i690 英,カルカッタ建設

1708 マラータ同盟結成(～ 1818)

1710 シク教徒の反乱
1757 プラッシーの戦い(英 ,クライヴの活躍)

1857 シパーヒー(セ ポイ)の反乱(～ 58)

1858 東インド会社解散,ムガル帝国滅亡
1877 インド帝国成立(～ 1947)
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●インド=イスラム文fヒ

① カビール,ナーナクの思想(ヒ ンドゥー教パクティ信仰と

イスラム教スーフイズム(OP104写 )の融合)― シク教の成立

② ウルドゥー語の成立(ヒ ンディー語文法にペルシア ア

ラビア系単語を取り入れる)― 現パキスタンの国語

③ 建築 モスクや廟にインド的要素加わる。玉葱型ドームなど

絵画 イランの細密画―→ムガル絵画 ラージプート絵画
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●ムガル帝国の社会
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アクパル帝時代
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(ムガル絵画 )室冤2F実画風の影響を

受けるベルシアの細密画が,アクパル時代

に伝来し発達。宮廷生活や肖像画が多い。

(ラージプー ト絵画 )ムガル絵画の影響

を受けるが,ヒンドゥー教神話を画題にし

たものが多く,民衆的。色彩が豊か。

○ラージプート族のマハーラー

ジャ(大王)の宮殿(ジ ョドプ」助 )

ラージプート族はインド西部に居住。

古代武人の子孫を自称し誇り高い。デ

リー諸王朝から離反する傾向にあつた。

○シク教の総本山黄金寺院

(バンジャーブ州アムリットサル)

シク教はナーナクが倉」始したヒンドゥ

ー教改革派。イスラム教の影響が強い。

現在1800万人の教徒がいる。
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1526・ 1556・ 1761
パー

=―パットの戦い

1757
プラッシーの戦し

了 う ヒア ヽ

ベンカ ゾこ

1558 アクパル

|   |バーブル後の支配領域

(1530年代 )

|   |ア クパル時代の領域

大領域
|   |ヒ ン ドゥー教諸王国

青 字 反ムガル勢力

都市名 ィギリス領
都市名 フランス領

都市名 ボル トガル領
都市名 オランダ領

1大半はムスリム,ベルシャ語l」 公用語|

褒断龍靡 ず?

(地方豪族 ヒン ドゥー教徒 )

ヒンドウー教徒)

○タージ=マハル廟(アグラ郊外)ムガル帝国第5代皇帝シャー=

ジャハーンが妃ムムターズ(愛称タージ)=マハルの死を悼んで建てた墓廟。

皇帝は対岸に黒大理石の自分の廟を建てようとしていた。  (OP105写 )
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